戸田 氏の 場合 

戸田 豊太郎 氏 は 「閑 院春仁 氏の 手記」 (戸田 氏の 名 

前が はじめて 明るみに 出た) が 発表され た 時と 「華 

頂 博 信 氏の 手記」 (七月 十八 日夜の 事件の 真相が バ 

クロされ た) が 発表され た 二つの 時期に それぞれ 次 

のように 語って いる。 

〔第一 〕 華 子 夫人 は 一 口にい うと 非常に 洗練され た 

社交的な 女性 だ。 高貴な 感情の 持主で、 その 点 昨年 

暮 正式に 別れた 先妻の 徳川喜 和 子な どと は 全然 タイ 

プが 違う。 私 はそう いう 彼女に 愛 晴 を 感じて 接近し 



た。 それに 先立って、 華 子 夫人が 謝意 を 表して 悔い 改 

めはしな いかと 試して みたが、 そうでない ことが 分つ 

たので、 相談の 上、 離婚 届 を だした という。 しかも 子 

供 は 華 頂 氏が ひきとり、 華 子 夫人 は 一 人身に なって 財 

産の 一 部 も 貰う という。 実によ くぞ 我慢した のみなら 

ず、 よく ぞ我を 裏切れる 人に イタ ヮリ をよ せた ものよ _ 

まことに 敬服に たえません。 私な ど は、 とても こうは 

できない。 秀吉 など は 何 を やる か 分らん し、 かな リ温 

和で 常識的な 家康 でも 自分に なびかぬ という だけで 

ジュリア おた あ を 島流しに した ほど だから、 とても こ 

うはで きない。 



状態に な つ たように 感じられる。 ジォゲ ネスの 如き も 

の だが、 それよりも、 もっとナ^ -— ヴで 自然で あるが 

もとより 教養の 素地がなくて こう なれる もので はない _ 

その 教養の 根幹 は 何かとい うと、 はからずも 華 頂 氏が 

思索の 果に 見出した 「真の 自由 は 自律 的に は 不自由で 

ある」 という ことが、 実は 宮様の 場合に は 思索の 果に 

あるので はなくて、 宮様と いう 生活 自体が 自由の 不自 

由 さ を 根と している のではないでしょう か。 

宮様に も いろいろ であるが、 宮様と いう 生活 を 正し 

く マ トモに 経てき た 宮様、 つまり 一 番宫 様ら しい 宮様 

と いう 方々 は 自由の 不自由 さ を 正しく 味う のが その 課 



生々 しい 人間苦の 中に 住まねば ならぬ の は 当然で、 し 

かも 激しい 苦悩と 混乱の あとに 「真の 自由 は 自律 的に 

は 不自由な もの だ」 と 思索的に 結論 を 得た 良識 は、 実 

にい じらしく 愛すべく、 また 賞讃 すべきで はあり ませ 

ン ゝ o 

んカ 

そして かような 結論の 後に、 去る 妻 を あくまで イタ 

ヮリ つつ 断乎たる 離婚に 至った 彼の 処置に 対し、 その 

心事に 対し、 私 は 敬服の 念と 共に、 同感の 涙 を 禁じ 得 

ませぬ。 そのほか にも、 他の 良い 処置 は あるか も 知れ 

ませぬ。 しかし、 ここまで なされば、 タク サン だ。 こ 

れ 以上に 為し 得る 人間が 果して 幾人お ります か。 わが 



というと、 そうで はない。 これ を 発表して 彼 を 利す る 

もの は 何 一 ッ 見出され ないし、 彼の 言行 を 見れば 彼自 

身の 利益の ために この 手記 を 発表した ものと は 見る こ 

とがで きないの である。 彼 は 彼な りに こうせ ざる を 得 

なかった 理由が あつたに 相違ない。 

閑院 氏の 手記 やその 後の 一 問 一 答 を 見れば 分る けれ 

ども、 彼の 真意 はなん とかして 妹 を 元の サャへ 戻した 

いので ある。 けれども、 華 頂 氏の 決意 は 断乎たる もの 

であるし、 妹の 態度 は アイ マイで、 いまだに 目が さめ 

ない。 (これ は閑院 氏の 側から 妹 を 見ての 話)。 しかも 

このままに 放置 すれば、 性格の 相違と いう 当らず 障ら 



ずの 理由で 離婚 は 世間 的に も 承認 せられて 永遠の もの、 

とリ 返しの つかぬ ものと なりそう だ。 されば とて 二人 

の 当事者た ち は 一 人 は 決意 断乎たり、 一 人 は 態度 アイ 

マイで、 当事者 やその 近親の 話合いで はとても 解決の 

方法がない と 思い至り、 思い悩んだ あげく、 非常の 手 

段と して 世間に 公表し、 世間の 力、 ョ ロンの 力に すが つ 

て も、 一応 妹が 元の サャ へお さまる ように 試みずに い 

られ なかった、 そういう 苦悩の 跡 を 汲みと る ことが で 

さる。 

閑院氏 も、 さすが 宮様 だけの 静か さと 良識 を 示し、 

一一 lln 者に 向って 結語して 曰く、 



「華 頂 氏の 心の やわらぎ を 待って 元の 巣に 帰したい。 

第二 案 は 今後 独身で 暮す こと。 第三 は 適当な 人との 結 

婚。 第 四 案 は、 どうして もという 気持なら 戸田 氏との 

結婚」 

こう 語って いる。 

しかし、 第 一 案と 第一 一案 以下と は 質の 本来 違う もの _ 

第 一 案が ダメ なら、 というの が 前提せられ ての 余儀な 

い 案に すぎず、 第一 案に 対しての み 彼の 熱望の 大半が 

捧げられ ている こと は 申す まで も ある ま い。 

元の 巣に 帰したい という 熱望 こそ は 彼の 至上の 願い 

なの だが、 いかんせん、 その 施すべき 処置に 窮し、 他 



らい、 なんでもない 話 じ やない か。 そんな ことと、 一 

家 一 門の スキャンダル を あばく ことと が 同じような 軽 

い 気持で 行われる 道理が ある ものです か。 恐らく 彼ら 

は 一 門の 上に 天皇 をいた だき、 他の 誰よりも 一 門の 名 

誉を 損ず る こと を 怖れ つ つし むよう 鎂 けられ 育てられ 

ている に 極って いる。 我々 にと つて こそ 天皇 も タダの 

人間 だが、 彼らに とって 天皇 は やっぱり 神に ちかい 敬 

意な くして 有り得ない 存在に 相違な く、 そのよう に 一 

族 一 門 を 神の 座に より 近い ものと 感じが ちの 彼らが、 

人一倍 一門 一 族の 名誉 を 考え 自分の 名誉 を 考える よう 

に 育てられ 習 匱 づ けられて いる こと は 明らかな こと だ _ 
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